
平
成
二
十
八
年
十
月
四
日
受
領

答

弁

第

八

号

内
閣
衆
質
一
九
二
第
八
号

平
成
二
十
八
年
十
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
大
阪
市
教
育
委
員
会
の
教
科
書
採
択
へ
の
組
織
的
介
入
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙

答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
大
阪
市
教
育
委
員
会
の
教
科
書
採
択
へ
の
組
織
的
介
入
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
事
実
」
の
う
ち
、
大
阪
市
教
育
委
員
会
が
平
成
二
十
七
年
度
に
行
っ
た
「
教
科
書
の
閲
覧
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
」
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
さ
れ
て
い
る
「
平
成
二
十
八
年
陳

情
第
十
四
号
「
フ
ジ
住
宅
（
株
）
が
育
鵬
社
教
科
書
の
採
択
運
動
を
し
、
大
阪
市
教
育
委
員
会
の
審
議
に
反
映
さ
せ
た
件
に

つ
き
、
真
相
を
究
明
し
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
陳
情
書
」
に
つ
い
て
の
報
告
」
（
以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
の
内
容
を

把
握
し
て
お
り
、
ま
た
、
同
教
育
委
員
会
の
委
員
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
、
同
教
育
委
員
会
の
委
員
一
名
が
「
サ
ン
ケ
イ
総
合
印
刷

専
務
取
締
役
」
及
び
「
産
経
新
聞
社
大
阪
本
社
嘱
託
業
務
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
「
職
歴
」
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
以
外
の
も
の
に

つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
。

三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

「
前
掲
一
の
事
実
は
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
・
・
・
に
違
反
」
す
る
か
否
か
と
い
う
お
尋
ね
は
、

一



大
阪
市
教
育
委
員
会
が
行
っ
た
平
成
二
十
八
年
度
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
中
学
校
社
会
科
の
歴
史
的
分
野
及
び
公
民
的
分
野

の
教
科
書
の
採
択
（
以
下
「
本
件
採
択
」
と
い
う
。
）
が
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
。
以
下
「
地
教
行
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
の
規
定
に
違
反
す
る
か
否
か
と
い
う
趣
旨
で
あ

り
、
「
前
掲
二
の
事
実
は
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
・
・
・
に
違
反
」
す
る
か
否
か
と
い
う

お
尋
ね
は
、
本
件
採
択
に
関
す
る
「
育
鵬
社
」
の
行
為
が
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
。
以
下
「
独
占
禁
止
法
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
の
規
定
に
違
反
す
る
か
否
か
と
い
う
趣
旨
と

考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
報
告
書
の
内
容
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
本
件
採
択
が
地
教
行
法
第
一
条
の
二
の
規
定
に
違
反
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
本
件
採
択
に
関
し
、
「
育
鵬
社
」
に
よ
る
独
占
禁
止
法
第
十
九
条
の
規
定
に
違
反

す
る
行
為
が
あ
っ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
公
立
学
校
に
お
い
て
使
用
す
る
教
科
書
を
採
択
す
る
権
限
は
、
当
該
公

立
学
校
を
所
管
す
る
教
育
委
員
会
が
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に

対
し
て
、
「
平
成
二
十
八
年
度
使
用
教
科
書
の
採
択
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
七
年
四
月
七
日
付
け
二
十
七
文
科
初
第
九
十

一
号
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長
通
知
）
に
よ
り
、
「
採
択
教
科
書
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
・
・
・
十
分
な
審
議
や
調

査
研
究
を
経
ず
こ
れ
ま
で
の
慣
例
の
み
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
な
ど
に
よ
り
、
採
択
権
者
の
責
任
が
不
明
確
に
な
る
こ
と
が

二



な
い
よ
う
、
採
択
手
続
の
適
正
化
に
努
め
る
こ
と
」
や
「
外
部
か
ら
の
働
き
か
け
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
採
択
権
者
の

権
限
と
責
任
に
お
い
て
公
正
か
つ
適
正
な
採
択
を
行
う
こ
と
」
等
を
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
現
時
点
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
国
（
文
部
科
学
省
）
と
し
て
積
極
的
に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
」
及

び
「
国
（
文
部
科
学
省
）
が
主
導
し
て
法
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。

な
お
、
報
告
書
に
お
い
て
も
、
本
件
採
択
は
、
大
阪
市
教
育
委
員
会
の
権
限
と
責
任
に
お
い
て
公
正
か
つ
適
正
に
行
わ
れ

た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
地
教
行
法
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
、
「
当
該
地
方
公
共
団
体
の
長
の
被
選
挙
権
を

有
す
る
者
で
、
人
格
が
高
潔
で
、
教
育
、
学
術
及
び
文
化
・
・
・
に
関
し
識
見
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
か
ら
、
地
方
公
共
団

体
の
長
が
、
議
会
の
同
意
を
得
て
、
任
命
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
、
幅
広
い
人
材
の
中
か
ら
教
育
委
員
会
の
委
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
者
が
議
会
の
同
意
を
得
て
地
方
公
共
団
体
の
長

に
よ
り
委
員
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
地
教
行
法
第
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
、
「
教
育
委
員
会

の
教
育
長
及
び
委
員
は
、
自
己
、
配
偶
者
若
し
く
は
三
親
等
以
内
の
親
族
の
一
身
上
に
関
す
る
事
件
又
は
自
己
若
し
く
は
こ

三



れ
ら
の
者
の
従
事
す
る
業
務
に
直
接
の
利
害
関
係
の
あ
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
議
事
に
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
教
育
委
員
会
の
委
員
は
、
自
己
若
し
く
は
一
定
の
親
族
の
一
身
上
に
関
す
る
事
件
又
は
自
己
若
し
く

は
一
定
の
親
族
の
従
事
す
る
業
務
に
直
接
の
利
害
関
係
の
あ
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
議
事
に
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
含
む
現
行
法
の
規
定
に
よ
り
、
教
育
委
員
会
に
お
け
る
委
員
の
適

正
な
活
動
が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会
の
委
員
の
資
格
要
件
等
に
つ
い
て
御
指
摘
の
よ
う

に
「
現
状
よ
り
厳
密
に
設
定
す
る
必
要
性
が
あ
る
」
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
「
政
府
と
し
て
関
係
法
令
を
点
検
し
、
改
正
を

検
討
す
る
」
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

四


